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会長 大橋　光夫
平成１８年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

昨年の我が国の経済を振り返りますと、一昨年後半から始まった停滞局面、所謂「景気の踊り場」状態を年央になってようやく脱却し、その後も景気は拡大基調が続き、株価が５年振りの高値を記録するなど明るさが増してきております。この好景気を牽引したのは、所得の増加で好転した個人消費や前年比で１５％も増加した設備投資など国内民間需要の回復でした。
しかしながら、年末近くには、鉄鋼や汎用化学製品などでは中国の供給力の急拡大で在庫が増加し減産を余儀なくされ、また為替も一時の１２０円台から円高へ進みそうな動きを見せるなど、日本経済の行方への懸念材料も目につくようになってきました。
このような中、化学産業は、年間を通し予想を大きく上回る原油・ナフサの高騰によるコスト負担の増加に見舞われましたが、ここ数年にかけて不退転の決意で推進してきたコストダウンや事業基盤の強化・確立の成果が着実に効果を発揮し、多くの企業が好調な業績を残すことができ、一昨年に引き続き総じて良い年でありました。
本年においては、相変わらず高止まりしている原油・ナフサ価格や、デフレの継続、そして米国・中国の景気の急減速、為替の影響による輸出の下振れ等の懸念など、化学業界を取り巻く環境は引き続き予断を許さない状況にあります。
しかしながら、今年の干支は「丙戌」、多くのことがまとまる年だといわれます。昨年の「内なる新しい力を成熟させ、次の飛躍に備える」という意味の「乙酉」から、「人々が多くの問題に積極的に取り組むことで世の中は一段と明るくなる」という期待の戌年（いぬどし）が明けました。化学産業は、社会の持続可能な発展に貢献すべく、将来へ向けた成長の基盤をより確実なものにするための「更なる選択と集中」を怠ってはならないと確信しております。

これから我々が取り組むべき課題が多々ございますが、昨年末に、国内外で幾つか化学産業にも関係の深い動きが起こったことは、皆さまの記憶に新しいことと存じます。

一つ目は、「地球温暖化対策」の問題です。化学業界は、従来これを重要かつ不可欠な問題として捉え、温暖化対策推進のために、環境自主行動計画を作成・公表し、着実な成果を挙げてきております。しかし、４月に閣議決定された京都議定書目標達成計画への追加的施策として、「環境税」創設の要望が一昨年に引き続き環境省から出されました。化学業界としては、「環境税」は、所期の効果が疑問視されているのみならず、更なる増税により我が国の産業の国際競争力を失わせる等の理由で、その導入に反対の立場をとっております。
平成１８年度税制改正大綱では、「納税者の理解と協力を得つつ、総合的に検討する」とのことで環境税導入は2年続けて見送られることになりましたが、化学業界は、今後とも環境自主行動計画の着実な推進を図ると共に、技術革新による省エネルギーの推進など地球環境問題の本質的な解決方法に取り組んでまいります。
次いで、欧州における新たな化学品物質規制－「REACH」ですが、昨年１１月の欧州議会において修正提案が採択され、第一読会が終了しました。日化協は、法案の目的とする「人の健康と環境安全」には賛同するところですが、日欧間の化学品貿易や欧州域内で事業展開されている日系化学企業の事業活動にとっては非関税障害等、政治経済的な多くの問題点をはらんでいると認識し、日本および欧州に「日化協REACH対応協議会」を設立し、欧州委員会や欧州議会関係者などに直接問題点の改善を働きかけてまいりました。
採択された修正提案の中にも、日化協の提案した５項目の修正案から、「ポリマーを構成するモノマーの登録の簡素化」や「既存化学物質の定義の拡大」など３つの修正案が盛り込まれたことは、我々の活動の成果の現れと認識しております。今後も、これから始まる欧州議会の第二読会の審議を見守り、２００７年に見込まれるREACH施行まで適切な働きかけを行う所存です。
　
このところ「子供たちの理科離れ」が言われておりますが、昨年の夏休みに「大人が心配するほど関心は低くない」と実感する出来事がありました。
毎年、化学業界は産学共同で、「夏休み子供化学実験ショー」を日本科学未来館で開催しております。昨年、ご両親やおじいさんおばあさんに手を引かれた小さなお子さんや、友達同士でやってきた小中学生などが、協賛企業の社員とともに、目をキラキラと輝かせて化学技術をベースにした簡単な実験に取り組んでいる姿を目のあたりにして、こういった子供達から、将来の化学産業を担う素晴らしい人材が育成されていくと確信いたしました。
最後に、この一年が、ご列席の皆様と化学業界にとりまして、実り多き年となりますよう心から祈念致しまして、ご挨拶とさせて頂きます。
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